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事  業  名 内  容  説  明 

障害者が生涯安心して

生活できる施設整備 

 親御さんが高齢化の現状で、子供さんの行く末を心配しています。身内で対処するのは困難、或いは課題が

多い。 

 市立の施設が望ましいが、民間施設なら支援する等を図って欲しい。 

災害情報システムの導

入 

 近年、日本各地において地震はもちろんゲリラ豪雨や大型台風などの暴風雨による被害が多発しています。 

 このような激甚化が続く自然災害に対して、情報共有、意思決定、住民への情報伝達など、自治体が果たす

役割は益々重要になっています。災害情報システムの導入により、被災情報を一元・共有化し、的確な情報の

伝達・収集整理が可能となり、早期に被害の全体像の把握と各種応急対策処置が実施できますので、早期導入

を要望致します。 

富士岡駅周辺の有効活

用について 

 富士岡駅西側の活用については、中清水地区ほ場整備も順調に計画が進んでいます。また、県の事業で久保

川の改修工事も富士岡駅近くまで工事着工となっていて、この工事と併せて管理用道路幅３ｍの工事も行って

います。駅西側活用上道路の確保が大きな課題となっていましたが、管理用道路と市道を合わせた道路利用を

県と協議し実現できるよう要望致します。地権者からの同意も可能です。 

畦畔作業の短縮に向け

たセンチピートの活用

について 

 昨年も要望しましたが、畦畔作業の労力短縮の為に早期にセントピーチの導入を要望します。 

 種まき・植え付け・植え付け後の除草作業の支援 

本市と隊友会との防災

協力協定締結の推進 

 隊友会は、災害等有事における情報能力、危機管理能力の識能をもち、かつ防災士の資格を有している人が

多い。 

 本市における災害対応において、平時から支所の災害情報の処理、防災計画の作成、防災訓練への助言等に

隊友会を活用し、本市の災害対応の向上を図ることは大きな意義があることから、防災協力協定の締結を要望

する。 


